
第21回
横浜脳卒中・リハ連携研究会
（Y-CIRCLE)アンケート結果

参加者数：195名
アンケート数：163名
アンケート回収率：83.5%

2019年7月10日（水）18：30～20：30 TKPガーデンシティー PREMIUM 
横浜ランドマークタワーオフィス棟25F



勤務（担当）病棟



施設住所



職業



研修による連携強化について



今回は何回目の参加となりますか



研究報告



症例リレー



特別講演



連携施設の連携(交流)のため休憩時間を20分と
致しましたが、どのように感じられましたか？





口腔機能管理や誤嚥等につき新しい知見を得られた点

症例発表が良かった

急性期から回復期における医学的管理

顔が見える連携が取れた

専門職による口腔機能の解説

知識が増えた

口腔と脳卒中との関わりを勉強できたこと

新しい情報がある

多職種でのリレー発表

口腔ケアの重要性の再認識としーむでのアプローチが参考になりました。

他施設での取り組みを知り、刺激を受けました

数多くの病院の方がおられること、資料があること

他院の取り組みが知れた

口腔機能管理の重要性が分かった

特別講演が良かった

他施設の取り組みなどを知り大変参考になった

他病院の取り組みを知ることができた

実際の検査の様子などをみれた

普段なかなかお会いすることができないセラピストと交流、情報交換できた

特別講演が素晴らしかったです

各施設で行っていることを知れること、その後の質疑応答で他の施設だったら、の対応が聞けるのはとても興味深かったです

他院の取り組み状況を知り、良い点を取り入れる観点を会得した

口腔内清掃の大切さがわかった

著名な講師のセミナー

他職種の考えが聞けた

認知症患者の介入が参考になった

DDSTの取り組み。当院では認知症ケアチームの活動をしているため参考になりました。

（質問）●研究会に参加してどのような点が良かったですか ①



他院の介入がみれた点

歯科医の講演を聞く機会が少ないので興味深かった

興味深い話が聞けた。臨床で活かせそう

特別講演を聞くことができてよかった

貴重な話を聴くことができた

他院の取り組みや評価を知ること

口腔ケアの重要性をあらためて確認できた

意欲ある方、交流を望む方を弁別できたこと

他病院や他職種と顔を合わせて交流ができる

他院の取り組みが聞けたこと

大変勉強になりました

多職種参加

脳卒中に関連した様々な視点での情報が得られる

すべての講演が興味深い内容でした

近隣、連携施設の方とお話しすることができたこと

口腔ケアチームの活動が知れてよかった

実際的な話題、講演が良かった

他施設の治療について理解できた

お弁当

口腔機能管理の効果を聞くことができた

口腔機能管理について基礎知識から、その重要性を知ることができてよかった

各施設の活動状況、チームの連携の実際が聞けて参考になった

講演により色々な知識を学べること

他院の多職種連携、取り組みを知ることができた

他病院がどのような研究、取り組みをしているか知ることができた

症例リレーで急性期から回復期までの一連の流れが理解できてよかった

回復期に従事しているため、口腔管理の重要性をあらためて認識できた。

他の病院がどのような取り組みをしているのが分かった

他医療機関の取り組みが理解できた

自分が担当している症例と同じ症例の回復過程が聞けたこと

他の病院の方と悩んでいる点などの話を聴けたこと

（質問）●研究会に参加してどのような点が良かったですか ②



他の病院での活動を知ることができた

講演

認知症、せん妄の話はとても勉強になった

歯科、口腔機能の話を詳しく聞けて参考になった

口腔についての講演を聞くのは初めてであったため興味深かった

講演会より「発症直後より食べられる口を作る」その通りだと思いました。

患者を紹介したあと、転院先でどれだけ回復したかを直接紹介先の病院の方と話すことができた

嚥下機能訓練シリーズだったところ

今までにない知識の向上ができた。口腔内について興味をもった

交流時間

症例リレーでは急性期から回復期の経過が一貫して見ることができ良かった

情報共有ができた

口腔ケアの大切さが良く分かつ多

他施設のチームケアを具体的に知ることができた

脳卒中に関する最新の情報が聞けること

他職種の内容を聞くことができる

口腔機能管理、嚥下チームの取り組みを知れてよかった

他病院との連携が学べた

他病院の取り組み、特徴を知れた点

脳卒中患者に対する他職種の介入視点を知れた点

症例に対して考え方の違いが理解できた

他病院のスタッフと交流ができた

急性期病院で働いているため、回復期やその後のことを知れたこと

脳卒中と歯科の関係が知れたこと

普段関わることがない先生方のお話しを聴けるのが興味深かったです

回復期リハビリでお世話になっている施設の方に会えてよかった。他施設の考えが聞けて勉強になった

転院先の経過が分かった

（質問）●研究会に参加してどのような点が良かったですか ③



（質問） ●研究報告について感想をお書きください

認知症患者のせん妄症状において治療薬の選択が分かりやすかった

認知症せん妄患者への評価の課題を理解することができた

口腔管理の重要性は理解しているのでより地域住民への啓発が課題と思います

日中、夜間の不穏時指示を変える必要があることに興味深かった

色々考えされられました

認知症患者の薬物使用に見直しに役立つ

新しい知識をえることができた

早口で聞き取れなかった

病院での具体的な取り組みが分かった

レジュメのレイアウトをもっと大きくして頂ければ見やすい

認知症患者に対しての薬剤の選択について興味がわきました

会に取り上げられるようになったことに大きな意味がある

当院でも認知症の方の睡眠時問題になることが多いため勉強になりました

認知症についての対応等、参考になる報告だった

認知症の方のせん妄への取り組み

環境調整などに取り組んでいるが限界を感じることがある。

その際はやはり薬物療法が必要と思うが医師がなかなか検討してくれない。医師にももっと伝えてほしい

山口先生の薬剤使用の方針が知識向上につながった

興味深い結果もあり、実務に活かすことができる

認知症患者が増加し入院日数ものびる可能性が高いこと、医療従事者が連携を図ることが大切であることが理解できた

最新の認知症治療や経過について学ぶことができた

認知症に対する対応について改めて理解できた

これからのニーズだと思います



（質問）●症例リレーについて感想をお書きください

嚥下が良くなった症例だったらもっと良かった

退院後の生活が環境設定についての情報も聞きたかった

VFの動画があってよかった

回復期の退院支援の部分をもう少し聞きたかった

急性期から回復期での対応の流れがよく分かった

嚥下の映像など具体的な様子が分かった

急性期から在宅までの経過、関わり、成果がとても分かりやすかった

回復期で働いていますが、急性期ではどのようにして回復期に送っているのか分かりやすかった

急性期から回復期を他院を通じて聞ける機会はなかなかないと思いました。

普通の症例発表と比べ、より症例を詳しく聞けることができて面白いと感じました。

継続しての症例は退院してからどうなったのか、また連携して取り組んでおりとても興味深いと思った。

外科的治療をぜひ進めてほしい

同じ疾患でも違いがあり個別性を感じた

嚥下機能回復のためばかりに偏り過ぎている印象があります。ＰＴ、ＯＴ他にできることがあったのではないでしょうか。すべきこともそう。

急性期の難しさ含め感じることができました。回復期はつたない発表で失礼しました

担当病院は頑張ったと思う

耳鼻科的視点から手術の適応はあるのかどうか

治療について意見交換がなされ、学会よりも面白かった

自分の病院であればどう支援するか、比較しながら聞くことができた

状態の重い患者のケースだったが、治療、リハビリの介入によって最終的にＡＤＬの向上につながったことを理解できた

急性期から回復期での経過をおえて興味深かった

時間の配分が分からないが、ずいぶん押していたように感じた

回復期病棟からの退院時の在宅調整について聞けると良かった

急性期→回復期の流れが分かりやすかった

急性期と回復期の連携の必要性について改めて知れた

一連の流れが理解できた

最終的な能力が分からなかった



（質問）●特別講演について感想をお書きください ①

チームで早期に介入することで肺炎予防できることとても勉強になりました

口腔ケアに対する予防策の管理について学ぶことができた

口腔ケアの重要性・食事の際に回診するということを改めて感じました

復習になった

NST、歯科の介入があり、口腔内の環境が管理されている取り組みが具体的でよかった

先進的知見も含まれていて興味深かったです

口腔機能管理について学べた

脳卒中に限らず、口腔ケアの重要性について理解できた

新しい口腔ケアの視点で聞くことができた

ビデオや写真での説明が多く、とても分かりやすかった

とても分かりやすく、口腔ケアの大切さが分かりました。ＯＴとして歯磨きの時にも早くからもアプローチが必要だと思いました

歯科が口腔管理に一緒に動くという発想が素晴らしいと思った

歯科医との連携、口腔ケアの大切さを知った

口腔ケアの重要性について学べ、ＯＴとしても関われると感じた

口腔ケアは毎日行っているがどのような患者に専門的なキュア、ケアを必要とするのか判断が難しいので、

私の病院の脳卒中患者もよく見て頂きたいと思った。

看護師をバカにしている。毎日ケアしている看護師と週に2回の歯科が偉いのか

口腔ケアが大切なのか再認識させられた

病棟、病院全体でより取り組めたらよいなと思いました

当院で取り組みたいと思う内容であり参考となった

他職種との連携、取り組みが聞けたので



（質問）●特別講演について感想をお書きください ②

歯科介入、NSTラウンドなど、病院それぞれの介入方法があると思いますが今回の講演内容はとても興味があります

当院でも口腔ケアに力を入れているので参考になった

当院でも歯科の診察を積極的に行っているので効果を認めている

具体的な取り組みを知ることができた

分かりやすかったです。急性期から汚れた状態で転院されてくることが多いので少しでも改善されればよいと思いました

嚥下チームの取り組みがとても参考になりました

先日院内で行った口腔ケアの研修ではよくわからないことが多かったのですが、先生の講義でよくわかりました

院内の様子、取り組み、役割分担、院内での1日の様子がよく理解できた

脳卒中と口腔ケアに関連性があることをはじめて知りました。口腔ケア、嚥下訓練に関しても勉強したいと思いました

急性期病院での多職種での連携の様子が見られたのが良かった

歯科医師向けだと思った。チームアプローチは大切だと思ったが。

口腔管理の重要性が良く分かった

歯科と脳梗塞発症の関係があるのは知らなかった

リハビリと関係ないと思います

改めて口腔衛生が大事ということが分かりました

歯科介入があることで脳卒中の発症率が減少することは大変興味深かった。

口腔ケアをすることで患者の表情や言葉の発声が変わってくると思い、是非プロトコールなど作っていきたいと思った。

口腔ケアと嚥下が密接な関係であることを再認識できた

ＰＴとして介入するべきことについて改めて考えさせられた

連携の幅広さを知ることができた



（質問）●連携施設の連携(交流)のため休憩時間を20分と致し
ましたが、どのように感じられましたか？

もう少し時間がいただけると幸いです

座席を決めて表にした方が連携は取りやすいと思います

やはり交流会があった方がよい

お弁当は嬉しかった。病院ごとに並んでいないので連携病院がどこに座っているのかわからず

交流することがあまりできなかった

時間が押してしまった

お弁当を召し上がっている方も多かったため、交流できなかった

たまたま隣に座った方と話せて新鮮でした

自由席のため、名刺交換はしづらかった

中途半端なので不要

スペースが狭い

席が職種別でないので交流しにくかった

10分以内の休憩で十分かと思います

事前の予想よりかは、交流の場として機能していたように感じた

もっと長い時間欲しかったです。交流の時間に集中してお弁当がなかなか食べられませんでした

予定時間より短かった。テーブル間隔が狭くで動くにくい

短い

食事をするだけで、時間切れになった

長くも短くない適切な休憩時間であると感じた

少し短い

短い時間だったので挨拶したい人を見つけることができなかった

20分はよい時間

何人かの医師と直接話ができた

会場が狭い

他施設の方と関わるのはなかなか難しかったです

もう少し時間をとっても良かった

交流の時間が全くないよりかは良かったです



（質問） ●聞いてみたいテーマや講師がいればお書きください。

脳卒中患者のAPC
ALS患者のラジカット点滴

耳鼻科領域の手術

高次機能障害と社会復帰について

せん妄

医学的な最新の知見

装具（リハ）

装具、脳卒中予後、介護の講演、職種別の部会はどうでしょう

脳卒中の装具の選び方

脳卒中の装具の選び方

身寄りがない人の退院支援や退院までもしくは退院後の生活を知りたい。どのように介入したらよいかわからない

サイバーダイル、ロボスーツのその後について

離床する患者への対応の仕方

ニューロリハ、ＡＩ、ロボットリハ

障害スポーツ

リハビリを拒否する患者に対しての対応、チームアプローチ

医療従事者同士が院内、または、他施設とどのように情報を共有し、協力を図っているのか

失語症、高次脳機能障害

高次脳障害がある方がＡＤＬ自立になった例

在宅医療の現状、薬剤師の病棟介入の状況

脳卒中に関する再生医療

離床

転倒、転落予防におけるチームでの対策

ＣＩ療法について

ニューロリハビリテーション（森岡周先生）

脳卒中患者に対する栄養管理

脳卒中外科手術のリスク管理、安静度の上げ方

神経難病系



●その他・要望等ございましたらご自由にご記入ください。

狭くて集中できなかった。終了予定時間は20：20であったが終了が遅く帰宅時間がずれ込んでしまった。

スライドの文字が小さすぎと読みにくいことがあった。

画面は暗くすると見やすかったですがメモが取りにくかったです。

コメディカルにも分かりやすい講演であり、どの内容も大変興味深い内容でした。

もう少し広い会場にしてください。

症例リレーは実践に参考になるヒントが多く隠されており、今後も学びのヒントとしたいです。

途中参加となりましたがありがとうございました

お弁当が良かった

会場が暗すぎた

次回もぜひ参加したい

スクリーンを見せやすくするために部屋を暗くしているが資料が見にくい

時間配分に問題があると思います

他の病院での取り組みを知ることができとても勉強になりました

ステキな会ですのでこれからも継続してください

終了時間を守ってもらいたい


	第21回�横浜脳卒中・リハ連携研究会�（Y-CIRCLE)アンケート結果
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	（質問）●研究会に参加してどのような点が良かったですか　①
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

